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1　契約の主な内容

1）面積（100ba）と目標収量（dlOt）

2）障害物の除去と追肥

5）委託料乾草1毎当り12円

4）作業に使用する軽油ヱ当り6円（免税）

5）乾草調製践枕の無僕貸与

d）枚械修理費は過失でないものの公社負担

7）代金の精算は月1回，前払は‘OD千円

8）乾草は毎日圃場で量目，品質を検収する。

2　乾草生産技術

特徴的な技術はトラクター5台，トラック4台を利

用し天候に恵まれた時，多くの労働力を集め朝早くか

ら作業を行い，日産50tと多量に処理することにあ

る。作業能率はオペレーターが比較的熟練しており水

準は高い。収納作業に特徴がある。荷降し格納に割合

時間が多く必要なのでこの作業は次の日の午前中にま

わし，トラックを沢山使用して，天険の異変にも備え

1日の労務の平均化を図り，収納量の拡大を考慮して

いる。

5　乾草生産費用と負担区分

固定的部分は依頼者が，流動的部分は請負者が負担

する方法で費用負担が行われている。t当り費用の負

担額の推計では，第5表に見られるように，依頼者が

見705円，請負者がqO95円で合計18，798円で仕上が

っている。公社の乾草に対する支出は1毎当り12円

の請負支払と鼠7円の費用負担額の合計額21．7円とな

る。自己完結型採草より5～4円高となるが採草のた

めに労働を年間雇用すればこれ以上の負担となり，管

理上むだと考えられる。

第5表　乾草生産費用と負担区分（トン当り円）

依　 頼　 側 請　 負　 側

肥　　 料

労　　 賃

5，8 5 0

1，1 4 5

8，7 9 5

通　 勤　 費　 用 1 5 8

燃　　　　　　 料 1 5 1

修　　　　　　 理 8 2 5

材　　　　　　 料 2 2 9

機　　　　　 械 1，0 2 0

1 5 9

鼻　 綴　 兵　 庫 占5

草　　　　　　 地 2，0 0 4

資　 本　 利　 子 8 4 1

計 男7 0 5 具0 9 5

合　　　 計 18，7 9 6

4　む　　す　　び

大規模牧場の乾草調製は労働力の季節集中があるた

め自己完結でうまく行われている例はほとんどない。

この例に見られるように米生産労働の季節性との結び

付きにおいて解決の方法があるのではないかと思われ

る。特に水田単作地帯のトラクターを持った生産組織

との結び付きは労働力問題のみならず組織所有のトラ

クターの有効利用も可能になると思われる。

冬飼いをペースにした基幹労働力による大規模牧場

の運営は乾草等を請負化することによって可能となり

経営管理上プラスの効果を上げると考えられる。

放牧用管理施設に関する1′一2の考察

・　島崎　昌三・道後　泰治

（福島県畜産試験場沼尻支場）

1　ま　え　が　き

放牧管理のなかで，転牧時における牛群の移動，あ

るいは個別牛の描狸は人為的に処理されている場合が

多く，多労的にならざるを得ない。また幼弱牛群の補

食のような集団給餌などについても合理的な施設が要

求される。そこで当場では現在継続している■草地を

主体とする肉用牛の集団生産実用化技術組立試験〝の

一環として，放牧牛群を省力かつ合理的に管理する方

策として，施設的な面からの検討を行い，若干の試案

を加えて施設を応用してみたので，その成果を報告す

る。

2　試　験　方　法

1　放牧方式

昭和4°年度までは2～51laの中牧区輪換方式を
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採用していたが，草地管理，放牧牛群管理の合理化を

図るために，昭和47年度以降は1－1．5haの牧区を

輪換する小牧区輸換方式とした0これに伴って，転牧

回数の増加など多労的となるため，誘導柵および集畜

甲パドックを設置し，その効果について検討した（第

1回）。

第1図　誘導路，集畜用ノミドック設置状況

2　放牧牛の捕獲

放牧牛群から発情牛など目的を持った牛を撼獲する

には極めて多労的であった。特に大枚区内での捕獲は

多くの労力を要する。

これらを改善するため，可搬式捕獲柵を試作し，誘

導柵と併用しその効果について検討した（第2囲）。
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可搬式捕かく柵

第2図　可搬式描かく柵および設置略図

5　子牛の集団別飼い施設

哺乳子牛の発育は，放牧主体で母乳と粗飼料のみで

は市場の要求に応ずる良好な発育は望みがたい。そこ

で哺乳子牛に対する濃厚飼料の別飼い補給を行うため，

セルフフィーダーを試作しその効果について検討した

（クリープ面様式）

（第5図）。
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セルフフィーダー設置略図

第5図　子牛別飼い施設

5　試　験　結　果

1　放牧方式

小牧区方式を採用したことによって，放牧地の草地

利用効率が高められ，踏み倒し，不食過繋草もスプリ

ングフラッシュ時に一時的に認められるだけで，掃除

刈りを必要とせず，増体効果も認められた。

第1衰　誘導珊設置による転牧労力の比較

年 度
4 ° 4 7 備　　　 考

作 業 人 員 8人 1．5 人 隣 接 牧 区 の転 牧

は ，牧 区 の 出 入

ロ の開閉 のみ で
無 人 化 も可能 で

あ る 。

所 要 時 間 5 0 ／0 0〝 8 ′1 0／′
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また昭和46年度には，1回の転牧に要した人員，

時間は，8人，50分であったのに対し，昭和47年

度には，1．5人，8分10秒と省力化ができた（第1

表）。また隣接牧区では，誘導柵の出入ロの開閉のみ

で無人化も可能となった。

2　放牧牛の捕獲

目的牛の捕獲については，誘導柵と可搬式捕獲柵の

併用によって極めて容易に捕獲することができた。

第2表　施設利用の有無による捕かく種付労
力の比較

年次
1群構

成頭数

種 付

頭 数

1 回の揃 か く～

種 付 所 要 備　 考

人　 員 時　 間

昭　 4 8 4 4 頭 5 2 頭 8 人 2 5．0 分
人 為 的

捕 か く

昭　 4 7 5 9 5 8 2．1 5 0．5
捕 か く

柵 応 用

1回の捕獲から種付までに要した人員，時間は，従

来の方式だと，8人，25分を要したが，施設利用に

よって，2．1人，50分と人員の削減ができた（第2

表）。この施設は多頭数を同時に捕獲することは困難

であるが，2－5頭は捕獲できる。また測尺時など多

頭数を集苔捕獲する場合は，集畜用パドックを用いる

ことによって省力化がはかれた。

5　子牛の集団別飼い施設

昭和45年度のつ・0は0．42毎であった。

昭和46年度においては，制限給与による別飼いを

実施した結果，生草期の〇・・8は雌子牛で0．5“断．堆

子牛で0．85軸，冬期では雌子牛0．58晦，雄子牛0．81

晦であった。

昭和47年には，不断給餌による別飼いを実施した

ところ，生草期の〇・8は，雌子牛0．88晦，雄子牛0．8

毎，冬期では雌子牛0．77毎，雄子牛0．79晦と〇・・Gの

上昇が認められた（第5表）。

第5表　哺乳子牛の年度別飼養期別か・Gの推移

年　 度 4　5 4　8 4　7

全　 期　 間 生　 草　 期 冬　　　 期 生　 草　 期 冬　　　 期

雌　　 子　　 牛 0．4 2 毎 0．5 6 毎 0．5 8 毎 0．°8 吻 0．7 7　毎

推　　 子　　 牛 － 0．6 5 0．d l 0．8 0 0．7 9

別　 飼　 い　 飼

給　 与　 せ　ず

制 限　 給 与 制　限 給　 与 不 断 給　 与 不　 断　給　 与

料　 の　 給　 与 46． R　 7～ 4占．12． 1 － 47　 7　28 － 4ス 12．12 －

状　　　　　 況
46．11． 7 4ヱ　 5． 8 4ヱ 11．22 48．5． 9

また1日1頭当りの推定採食量は，48年度生草期

で0・85－1．25毎，冬期は1．25極，47∵年度生草期は

1・65～1．77毎，冬期は2．22～5．84毎であった（第4

表）。

第4表　哺乳子牛の年度別濃厚飼料摂取量

年 度
4 5

4 （～ 4 7

生 草 期 冬 期 生草期 冬　 期

子 牛 頭 数 5 15－ 55 20 ～ 4 0 21－ 5 5 5 9 ～ 44

1 日 1 頭 当
－
0．8 5 ～

1．25 毎
1．8 5 【－ 2．2 2 ～

り　摂 取 量 1．25 毎 1．7 7 吻 5．8 4 毎

4　ま　　と　　め

間利用回数は平均4回と利用回数が低く，不食草が多

く掃除刈を必要としたが，小牧区方式を採用したこと

によって，不食草や踏み倒しが少なく，掃除刈りの必

要もなくなった。また小牧区のため転牧回数は増えた

が，誘導柵の設置により省力化ができた。

2　放牧牛の描操については，可搬式捕獲柵と誘導

柵の併用により省力され，集育用パドックの利用によ

り多頭数の集畜捕獲も容易となり，施設の有効性が認

められた。

5　哺乳子牛の濃厚飼料の別飼いは，セルフフィー

ダーによる不断給餌方式で増体効果が認められた。し

かし，フルフィーディンクによるその後の生産性に及

ぼす影響が明らかにされておらず，また別飼い開始時

期が明らかでないなどの問題点が残されたが，今後こ

1従来当場で行ってきた放牧方式では，牧区の年　　れらについて検討する。




